
         籾殻由来の炭素粉体(Rice Hull Silica Carbon)は，籾殻をリサイクルの観点から再 

        利用した炭素材料である．ガラス状炭素や多孔質構造に由来する摺動性・導電
性・電磁波遮蔽性などを有していることから，プラスチックやゴムにフィラー(添加剤)として配合
することで，これらの特性を付与できると期待される．そこで本研究では， 

•ポリアセタールにRHSC粉体を添加した射出成形プラスチック歯車を作成し、歯車
の寿命や音を測定することでRHSC粉体の摺動性フィラーとして有効性を評価する。   

籾殻由来の炭素粉体により強化された 
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試験歯車 

1. 背景 

3. 製造工程 

2. 目的 

籾殻焼成粉体
(RHSC) 

有効利用 

稲 

米：約1,000万トン/年 

籾殻：約260万トン/年 

廃棄処分 

約90万トン/年 

5. 結果 

【高耐水性の摺動部材に最適】ポリアセタールにRHSC粉体を添加した射出成

形プラスチック歯車を作成し，その性能を評価した．籾殻は天然のシリカを
約20wt%含むため，籾殻を炭化し粉砕したRHSC粉体は低摩擦，耐水性に
優れる． 

6. まとめ 
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RHSC 

フェノール樹脂 

25[wt.%] 

Phenol Resin 
擂潰処理 

Grinding 

加圧混練 

Pressure Kneading 

籾殻 

Rice Hull 

炭化焼成 1173K・3h・N2 

Carbonization 
粉砕 30-60μm 

Pulverization 

ポリアセタール 

POM 

射出成形 

Injection Molding 

ペレット化 

Pelletizing 

成形品 

POM-RHSC 

Spur gear POM RHSC5 RHSC60 

Module m  [mm] 1.0 

Pressure angle αc [deg.] 20 

Number of teeth z 48 

Addendum 
Modification 
Coefficient 

x 0 

Face width b [mm] 8 

Material Polyacetal Polyacetal +RHSC 

Filler 

Median grain 
Diameter 

 [µm] 
－ 5 60 

Fill ration 
[wt%] 

－ 7 

4. 試験歯車および実験装置 
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実験装置と測定機器の概略 

Ⅰ. 摩耗・損傷形態 
● RHSC粉体を添加することで
耐摩耗性が向上する． 

 

● ポリアセタールでは摩耗・溶融

し破損する傾向があり，熱（歯
面の摩擦熱・材料のヒステリシ
ス発熱）の影響を大きく受ける． 

 

● RHSC粉体を添加することで

摩耗・折損により破壊する傾
向があり，強度計算，寿命予
測が容易になる． 

POM 負荷トルク3.0Nm 

RHSC60 負荷トルク3.0Nm RHSC5 負荷トルク2.5Nm 

積算回転数：1.1×107 rev.  

POM 負荷トルク2.5Nm 

寿命試験（平均温度） 
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Ⅱ. 歯車の寿命試験 

● RHSCを添加するとPOMに比べ高温でも長寿命の効果がある． ● RHSCを添加すると摩擦が低下し，温度も低下する． 
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本体温度の変化（負荷トルク3Nm） 
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POM 40min
RHSC5 40min
RHSC60 40min

0

10

20

30

40

50

60

0 5 10 15 20

S
o

u
n

d
 p

re
ss

u
re

 l
ev

el
 d

B

Frequency kHz

POM 180min
RHSC5 1350min
RHSC60 1160min
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Ⅲ.音の測定 

音の周波数スペクトルの変化 

● RHSCを添加するとオーバーオールレベルの低下が見られる．

オーバーオールレベルの時間変化は歯車温度の時間変化と相
関がある． 

● RHSCを添加することで摩擦は低下し，騒音が減少する．添加す
るRHSC粉体のメディアン粒径は小さい方がより静音効果が高く，
歯面も摩耗しにくいため騒音の変化もほとんどない． 

オーバーオールレベル（負荷トルク3Nm） 

55

60

65

70

75

1.E+03 1.E+04 1.E+05 1.E+06 1.E+07

O
v

er
al

l 
le

v
el

  
d

B
 

Amount of rotation  rev.

POM

RHSC5

RHSC60

103 104 105 106 107 

http://megamix.ddo.jp/diary/archives/200410/20041006.jpg

